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(左から)保全技術部 総括 金子世剛氏、CKPS部 佐藤洋樹氏

「統計解析ソフト『Minitab』の活用で、
簡単、迅速に問題の要因を特定でき、
不良率を劇的に減らすことができました」

「生産現場の知識」と「統計のスキーム」
をコラボさせた

―　「Minitab」を導入されたきっかけは？
もともと私（金子氏）は工場の現場に長くいて、大学で統計を学ん
だ佐藤は改善を司る部署にいました。製品の品質改善などに向けて、
2 人で協力して合理的な手段を模索し始めたのは、2008 年くらい
からです。

折しも、リーマンショックの影響もあって、全体として工場の収益
力が落ち込む中で、製品間の落差も目立っていました。

「Minitab」を導入したのは、2011 年です。当時の社長が、欠陥品
の発生確率に着目した経営品質
改善手法である「シックスシグ
マ」の権威で、「統計を活用した
技術力の向上が必要だ」と、トッ
プダウンで決めたのです。最初
にそれを使ってみるように“指
名”されたのが、私たちでした。

日伊企業の統合、2019年10月1日の社名変更により誕生した、グローバル

でトップ10に入る自動車部品のサプライヤー マレリ（旧　カルソニックカ

ンセイ）が、構造計画研究所（KKE）の販売する「Minitab」を導入したのは、

2011年だった。その後、IT技術を活用して「製造機械が、今何をやってい

るのか」をPC画面上でリアルタイムに見られ、問題が起こりそうな場合に

は自動でアラートを発信する制御システムも独自開発、加工不具合を大幅に

減少させることに成功した。「『Minitab』がなければ、このシステムはでき

なかった」と語る保全技術部総括の金子世剛氏と、CKPS部の佐藤洋樹氏に

話を伺った。

お客様の声

―　どのように改善を図っていったのでしょうか？
品質向上に努めながら、途中から製品を加工する機械設備の保全に
も取り組みました。ざっくり言えば、回帰、相関といった統計学の
分析をもとに、装置がどういう状態になると不具合を起こすのかを
把握して、そうなる前に適切な手立てを講じるわけですね。私が現
場の機械のデータを収集し、佐藤が予測を立てます。

それまでは「たぶん、こことここが関係して問題を起こしている」
という話をしても、お互いに伝わりにくいというジレンマがありま
した。そこに、「Minitab」によって統計、相関といった使いやすい
共通語が生まれたことで、私たちのミッションが大きく加速したの
は、間違いありません。

今は IT を活用して、PC 画面上にオンラインで機械の調子が表示さ
れるところまできました。
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▲保全技術部 総括　
金子世剛氏

困難だった不具合要因の特定が可能に

―　ITの活用について、簡単に説明していただけますか。
今の製品の出来栄えがどうなっているのかという情報が、1 分ごと
に工場から PC に送られてきます。例えば、過去 5 日間の良品の出
来栄えと異なる分布を示した場合には、作業者に自動的にアラート
を送るのです。正常予測と実際の分布が乖離していったときに、い
かにアラートを出すのかは、統計で閾値を設けています。現在、
38 機台中、6 機台について、このシステムを運用しています。

昨今、生産現場での IoT の活用ということが強調され、生産の出来
高の測定などに応用されていると思います。ただ、我々が最重要視
するのは、お話ししたように「出来栄え」から成る多数の因子なの

です。それらの因子を整理してモニタリングすることで、問題があっ

た場合に設備条件に自動的にフィードバックするような制御システ
ムを構築することができました。　　

（注釈：「出来栄え」とは、外観品質特性だけでなく、検査値や製品
の機能特性なども含まれる）

ちなみに、システムはすべて自社で開発しました。ただし、
「Minitab」の導入によって本格的に統計を活用しようという方向に
なっていなかったら、こんなことはできなかったでしょう。

―　このソフトを使った具体的な成果について、教えて
いただけますか。
対象として取り組んできたものの一つが「熱交換器」です。

基本的に、部品を成型して積んで接合するわけですが、その過程で
熱間と冷間の相反する 2 特性に耐える性質を保証しなくてはならな
い、という難しさがあります。それが不良率を高める原因にもなっ
ているわけですね。

そういった難しさが寸法バラつきを大きくしていたことから、以前
は、部材の寸法などの品質特性から不良の傾向を調べていましたが、
そうした結果系のデータから原因を特定するのには、限界がありま
した。しかし、製品に掛かる圧力などの条件を収集し、「Minitab」
で要因分析を重ねた結果、要因パラメータを特定して工程不良を減
らすことができたのです。

現在は、1 日に 2,000 台ほど製造して、不良は出ても 1 ～ 3 台ほど。
プロジェクトの立ち上げ時点からすると、その率は 20 分の 1 ほど
になりました。

また、冷媒の洩れを調べるリーク試験機の予知保全、寿命予測にも
活用しています。実は、不良の原因が製品なのか、試験機のほうに
あるのかというのも、従来はグレーゾーンでした。試験機の信頼性
を含めて評価するのは困難で、みんな製品自体に問題があるのだろ
う、となんとなく考えていたわけです。

ところが、「Minitab」を用いて調べたところ、原因は主として試験
機のほうにあることが分かり、さらに、ワイブル解析を用いて試験
機内部にある部品の故障周期が 1 年だということを突き止めまし
た。故障する前にそれを取り換えることにより、10台ある試験機は、
6 年間トラブルゼロで稼働しています。

通常、ワイブル解析を行うには、様々な計算が必要になります。で
も、「Minitab」を使えば、データさえあれば 5 分で完了です。そ
の速さも、大きな魅力ですね。

―　操作性はいかがですか？
1回教われば、操作自体は簡単です
ね。例えば、基本統計量は、2回の
クリックで出てきます。

同じことをエクセルでやったら、ど
れだけの時間と手間がかかるのかを
考えれば、メリットは非常に大きい
と感じます。

―　製品などについて、ご意見があればお聞かせくだ
さい。
このソフトを使いこなせる人が、もっと広がっていけばいいなと考
えています。そのためにも、初心者がすぐに使えるような、基本的
なチュートリアル機能やサポート機能がもう少し充実していれば、
言うことなしです。

「Minitab」にデータを入れてしまえば、迅速に正確な“答え”が得
られるのですが、実はどういうデータを収集するのか、どんなパラ
メータを考えるのか、という前処理の部分が肝であり、けっこう大
変な作業になるんですね。そこは私たち技術者がノウハウを蓄積し
なければならないポイントですし、今後の製品の改善につなげてい
きます。

取材日：2019年8月

（旧カルソニックカンセイ株式会社）
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▲CKPS部 佐藤洋樹氏

▲対象となった自動車に搭載されている部品の「熱交換器」
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